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『五月の社会科学』（五月の春、2012 年）
최정운『오월의 사회과학』오월의 봄 , 2012 년

2012 年冬、韓国では第 18 代大統領選挙を控えて政治的に敏感なテーマを扱った映画が数編公開さ

れた。その中で一番話題になった作品が「26年」1）である。この映画は 1980 年の光州民主化運動から

26年が経った 2006 年に起こる、仮想の「元大統領暗殺企図事件」を扱った作品である。 投資者確保

が難しかったため、「ソーシャルファンディング」（social funding）方式で 1万 5千人による基金 7億ウォ

ンが集められ、製作された。最終的に 300 百万人を超える観客を動員し、興行の面において成功したこ

とでさらに話題になった。これは、1980 年 5月の光州民主化運動が、韓国において現在においてもな

お重要な事件であることを示す一つの事例であった。

『五月の社会科学』は、光州民主化運動（以下、「5・18」と略す）を扱った本で、二つの側面におい

て重要な研究書である。第一に、「5・18」に対する既存の構造主義的、民衆主義的、政治中心的説明と

違い、市民の具体的な体験に基づいた「内面的理解」の形象化に成功しているという点である。軍隊の

暴力と銃撃によって罪もなく死んでいった家族と仲間を見守らなければならなかった光州市民の体験と

抵抗の原動力が非常にいきいきと描かれている。その中で各階層に分けられる市民の間に起こる亀裂と

対立、そしてそれなりの正当性と意味がバランスよく示されている。

第二に、著者は「5.18」以降に形成された急進的な議論について本文の様々な箇所で取り上げながら、

急速に成長した民主化運動および進歩的学界の問題点と限界を適切に指摘している点である。「5.18」以

降の 1980 年代における韓国の民主化運動は、急激に体制変革運動に変わっていった。韓国の進歩政治

運動、労動者政治運動の成長の背景には、「5.18 の衝撃」によって促進された知識人らの「労動現場へ

の投身」がある。しかし、彼らが作って広めた「5月の社会科学」は逆に、現実と歴史を歪曲する誤っ

たフレーム（frame）を形成してしまった部分もある。

韓国政治を理解するにあたって、「地域主義投票」の現象と「保守 VS 進歩」という尖鋭な対立はたい

へん重要な現象である。『5月の社会科学』はこのような問題も含み、韓国現代政治史の理解において

核心となる光州民主化運動の歴史とそれをめぐるさまざまな議論を見事に分析した著書である。本書は

1999 年に初めて発刊されたが絶版となり、13年後の 2012 年に違う出版社から再発行されたものであ

る。厳密にいうと新刊でも改訂増補版でもない。しかし、2005 年のフランクフルト（Frankfrut）図書

展で韓国を代表する本の一冊として選定されたこともある本書は、本紀要の 2012 年度新刊紹介として

取り上げる意味を充分持っており、紹介できることをとても嬉しく思う。
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『派閥』は、大韓民国学術院が選定した 2012 年優秀学術図書の一つとして、韓国の代表的な進歩政党

である民主労動党の内部葛藤と分党過程を分析した著書である。「派閥」という用語は、日本の政治では

よく用いられるが、韓国の政治においては主に進歩政党との関連で用いられてきた。実は韓国の進歩政

党に関しては「派閥」より「政派」という用語がより多く用いられているが、著者の丁榮泰教授は「派閥」

をより包括的な概念として使用している。

韓国の進歩政党における「派閥」は、民族主義系とマルキシズム系の間の路線闘争と関連を持つ。民

主労動党は 1980 年代、1990 年代を通じて成長した進歩政治運動勢力が連合して 2000 年に結成され、

進歩政党として実質的には第 3党の位置を持ち、韓国政治の一つの軸を担ってきた。同時に、党内民主

主義、北朝鮮問題、路線問題などの内部葛藤によって 2008 年に分党し、脱党派が「進歩新党」を新たに作っ

た。ここまでがこの本の内容である。

上記の二つの進歩政党は分裂以降に政治的な影響力が急減すると、2011 年末に二つの派閥に改革的

派閥を加えて「統合進歩党」を結成した。統合進歩党は 2012 年の国会議員選挙で 13議席を得て、民

主労動党時代の政治力を取り戻したかのように見えた。しかし、選挙直後に党内不正選挙疑惑が持ち上

がり、三派閥の間に生じた葛藤が暴力事態にまで及び、結局 2012 年 9月に二つの派閥が脱党し、分党

してしまった。

最近、韓国の進歩政党に対する支持率は最低レベルに落ち、派閥の間で傷つけあった傷跡があまりに

大きく、進歩政党の衰退現象は当分続くものと予想されている。このような状況下において本書『派閥』

は、韓国の進歩政党の内的動学を示している。とくに、韓国の進歩政党内部の最大派閥が、政治的に北

韓 2）の主体思想に（組職の上層幹部らが密かに）従ったり、少なくとも同じ民族としての同質性に基づ

いて北韓を友好的に評価する勢力である点が興味深い。

韓国政府が北韓を利敵団体に規定しており、国家保安法によって親北活動を規制する状況下において、

彼らは自分の路線を公然と表明することは現実的に不可能である。しかし、北韓の核実験問題や、南韓

内スパイ事件、北韓の軍事的挑発などが起こった際、進歩政党内部の民族主義派閥は公然と北韓を支持

する立場を標榜してきた。そのため、進歩政党の党論や競争派閥との葛藤をもたらしてきたことは事実

である。『派閥』の中には各時期別の論争内容とその進行過程が詳細に描かれており、読者は韓国におけ

る「進歩」という概念が持つ特殊性の意味と脈絡を正確に把握できる。

李明博政権が韓国国民の支持をあまり得られなかったにもかかわらず、大統領選挙では執権保守政党

が政権再創出に成功した。これは進歩政党の失敗が一要因であり、穏健進歩勢力（普通「民主党」のこ

とを指す）の無能さが最大の要因として作用したと、一般的に評価されている。韓国の進歩政党と民主
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『派閥―民主労動党政派葛藤の起源と終末』（イマジン、2011 年 9 月）
정영태『파벌―민주노동당 정파 갈등의 기원과 종말』이매진 , 2011 년 9 월
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党は自らを改革的かつ道徳的であると主張してきたが、国民はもはや彼らの主張に同意しなくなった。

一方、新大統領になる朴槿惠当選者はそれまで進歩政党が主張してきた「経済民主化」と「福祉」を自

分の公約として横取りすることに成功し、伝統的な保守票と政治的中道派の票を吸引した。

本書は「付録」で 118 頁にも上る日誌と記事が掲載されており、資料集としての役割も担っている。

〔日本語訳　咸章鉉〕

注
1）映画「26年」は韓国の有名な漫画家である、ガンプルが連載した同名のウェブ漫画（webtoon）作品をあまり内
容を変えず映画化した作品であり、日本の読者もインターネットで漫画を読むことができる。

2）〔訳注〕日本では朝鮮民主主義人民共和国を指す言葉としては「北朝鮮」が多用されるが、ここでは原文どおりに「北
韓」とした。


